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関係者間で連携!!

「FOMA/フォーマ」は株式会社NTTドコモの登録商標です。
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パソコン・スマートフォンなどから、ため池の状況（カメラ画像）、
水位、漏水量の状態を確認することできます。

特⾧１

洪水吐の閉塞状況の監視

ため池の危険性を把握

水位または漏水量が、危険な状態になると通知メールを送信します。

特⾧２

落水のお願いなど

山中のため池でもシステムを導入できるように工夫をしています。

特⾧３

太陽電池による電源供給

通信は3G/4G回線※１対応

※１:携帯事業者の回線で3G(FOMA)、4G(LTE)を使えます。

ため池水位の変化と漏水量の変動を一元的に監視することができます。
併せて、周辺雨量の変動を予測データ含めて確認することができます。

特⾧４

水位

時間

漏水量※2

ため池 ため池決壊の被害低減

避難判断雨量の設定

コストを抑えていますので、導入および運用費用とも安価にできます。

特⾧５

クラウドサービスなので、
設備導入費用が不要
運用費用もIoTに特化した
サービスで安価に構築

漏水箇所の特定

ため池に係わる全ての方に情報を共有することができます。

特⾧６

県

市町村

住民

管理者

SC※3

危険性の把握

早急な指示への対応

適切な指導や助言

保全管理の効率化、⾧寿命化の為の予防保全、気象状況との相関分析による減災対策に活用!!

「FOMA/フォーマ」は株式会社NTTドコモの登録商標です。

※2:漏水量は、水位の値を基に計算しています。

※３:SCは、サポートセンターの略です。

〇〇池


